
向山光昭教授恩賜賞・日本学士院賞受賞

昭和58年度恩賜賞ならびに日本学士院賞が、向

山光昭教授の「有機合成化学の新手法開拓と生体

関連物質の合成研究」に対 して贈られた。心から

お慶び申し上げる次第である。向山教授のことは

理学部バ レーボール大会、サッカー大会で御存知

の方も多いと思いますが、編集委員会の依頼によ

り、この機会に業績や研究の特色を簡単に紹介さ

せて頂きます。

教授の研究は、多くの独倉1的かつ基本的な有機

合成反応を開拓 し、さらにこれらの反応を活用 し

てペプチ ド、核酸類、 ビタミン、テルペン類、糖

質 化 合 物 など、広い範囲にわたる生体関連物質

の合成に成功 しその有用性を示 したものである。

絶えず新分野にチャレンジする姿勢は、独創性の

高い研究にあらわれ、世界におけるこの分野の先

導的役割を果 しておられる。

向山教授は、東京工業大学故星野敏雄教授のも

とで有機化学の研究を始められた。最近、議義、

講演会などで「信・ 深 =新なり」という言葉をよ

く口にされる。これは、「深 =新なり」すなわち、

「深 く考え、とことん研究に打ちこめば、必ず独

創的な新 しい研究が生まれてくる」という星野教

授の考えの上に、さらに「仕事には自信を持って

当れ」という意味をこめたものであり、向上教授

の研究姿勢がよく表わされている。

昭和23年東京工業大学を卒業後、特別研究生と

して、尿素、ウレタンの熱解離反応の機構に関す

る研究を始めた。昭和28年、学習院大学に招かれ

た折、たまたま熱分解反応の試料を合成 している

際、ある誘導体が従来法では合成できず、思いが

けない生成物が得られたことを追求 し,、
ニ トロア

ルカンからのアルキルニ トリルオシドの生成とい

う新 しい脱水反応を見出した。当時、有機化学の

奈良坂 紘 一 (化学)

分野では、天然物化学、有機反応機構に関する研

究が活発で、合成反応の開拓研究は、質量とも今

日とは比べものにならなかった。向山教授は、こ

の反応の発見を契機として、いち早 く合成反応の

開拓研究の重要性に着目し、以後新 しい合成反応

の開拓を主題とする研究を展開 してこられた。

昭和33年東京工業大学にうつられ、引き続いて

脱水反応の研究を進めている過程で、新 しい形式

の重合反応である開環 1,4-付加重合反応を見出

した。また従来有機合成化学の最も基本的な反応

の一つである脱水縮合反応は、 2分子か らH20

を 〔H〕 と 〔OH〕 に分けてとる形式で進行する

ものが一般とされていたのに対 し、向山教授は酸

化一還元の考え方を導入 した全く新 しい型式の脱

水反応を開拓 した。この反応は、“Oxi dation一

Reduction COndensatiOn"と よばれ、 トリフェ

ニルホスフィンを還元剤 2,2′ ― ジピリジルジス

ルフィドを酸化剤として用いる温和な条件下で進

行する脱水縮合反応として広く利用されている。

先のニ トリルオキシド生成反応と同様にこれらの

反応を見出すきっかけは、実験を通 じて予期 しな

い現象を観察 したことであった。教授は、このよ

うな自らの体験から、実験を通 じて得 られるヒン

トを非常に大切にしてこられ、一つ一つの実験か

ら必ず何か新 しい活きた知識を把握 し、次の研究

の糧とするよう、若い研究者についても説いてい

る。

向山教授は、昭和48年東京大学理学部へ転任 し

はじめの二年間は東京工業大学と兼任であったた

め、一日のうちに東大、東工大の研究室を往復す

る多忙な毎日であった。この研究に打込む情熱と

バイタリティーには周囲のものが皆感服させられ

た。これも「若い研究者とできるだけ一緒にいる
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